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１　はじめに

中国は、日本の輸入生鮮野菜の64%
（2021年、数量ベース）を占める最大の
輸入先であり、同国の生産動向は、わが国
の野菜需給にも大きく影響を及ぼす状況に
ある。本誌では、2020年９月号から20 
21年９月号までの間、日本の生産者から
流通関係業者、消費者まで広く関心が高い
品目を対象に、６回にわたり中国の野菜生
産と消費および輸出について最新の動向を
報告した。2022年度は新たに６品目を追
加し、中国野菜の最新動向について６回に
わたり報告する。

前回報告から続き第７回となる今回は、

香辛料や薬味として料理のアクセントに欠
くことのできない香味野菜で、最近では血
行改善、胃腸の活性化、抗菌作用や抗酸化
作用などといった効能が改めて評価されて
いる「しょうが」を取り上げる。しょうが
は、これまで取り上げてきた品目と同様に、
生鮮輸入数量のほぼ大半を中国産が占めて
いる（図１）。本稿では、しょうがの主産
地である山

さん

東
とう

省および近隣の河
か

北
ほく

省での聞
き取りを中心とした調査結果について、統
計データと併せて報告する。

なお、本稿中の為替レートは、１中国元
=19.48円（三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサル
ティング株式会社「月末・月中平均為替相場」
の2022年５月末日ＴＴＳ相場）を使用した。

中国産野菜の生産と消費および輸出の動向
（第７回：しょうが）

日本国内で流通する輸入しょうがのうち、中国産は輸入総量の８割を占め、生鮮、
酢調製、その他調製はほぼ大半を、塩蔵も中国産と一部のタイ産が主体となっている。
中国国内では、しょうがの需要増に伴い、主要生産地で作付面積が大幅に拡大している。
2021年において、新型コロナウイルス感染症の発生による物流の停滞や輸出先におけ
る需要減少の影響を受け、輸入量は前年を下回った。
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図１　日本の国別しょうが輸入量（2021年）
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日本が輸入するしょうがのうち、２割程
度が生鮮の形態で輸入され、輸入先では９
割以上を中国が占め、次いでタイが数％、

残りがベトナムなど近隣アジア諸国からの
輸入が主体となっている（図３）。近年の
輸入量はおおむね２万トン台、日本の供給

２　�日本における中国産しょうがの位置
付け

2020年産（４月～翌３月）の日本の
しょうが作付面積は1750ヘクタール（前

年産比0.6%増）、出荷量は３万5100トン
（同3.6%減）となっている。出荷量、作
付面積ともに近年は大きな変動は見られな
いものの、緩やかな減少傾向で推移してい
る（図２）。
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資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」
　注：年産区分（主たる収穫・出荷期間）は、４月～翌３月。

図２　日本のしょうが生産の状況

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：ＨＳコード0910.10-221、0910.10-231、0910.11-000、0910.11-291
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月別の輸入量を見ると、国内の生産地の
作柄や需給の影響を受けるため年によって
異なるが、例年３月が突出して多く、おお
むね５月～翌１月にかけて輸入量は横ばい
で推移している（図４）。これは、春先か

ら、新しょうがの収穫が始まり入荷が本
格化する６月までの間、国内産の不足分
を補うために、３月前後に輸入量が増加
するものとみられる。

東京都中央卸売市場の中国産しょうが

量（輸入量＋出荷量）の４割弱で推移して
いたが、2020年には、新型コロナウイル
ス感染症（COVID-19）の感染拡大の影響

などで１万8800トン（前年比8.6％減）
と、かなりの程度減少した。
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：ＨＳコード0910.10-221、0910.10-231、0910.11-000、0910.11-291

図３　日本の生鮮しょうが輸入量の推移

図４　日本における生鮮しょうがの月別輸入量の推移
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図４　日本における生鮮しょうがの月別輸入量の推移

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：ＨＳコード0910.10-221、0910.10-231、0910.11-000、0910.11-291
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３　生産動向

（１）中国のしょうがの主産地と生産概況
中国のしょうが作付面積は、2016年以

降、増加傾向で推移しており、これに伴い

生産量も増加傾向にあり、おおむね1000
万トン程度となっている。一方で、単収は
10アール当たり3500 ～ 4000キログラ
ムで推移している（表１）。

平均取引単価は、国内産の平均取引単価
の約４～６割の水準である。2016年以降
は、中国産の単価はおおむね横ばいで推
移していたが、2020年以降、中国国内で
のCOVID-19による都市封鎖や人手不足、
港湾の物流停滞、コンテナ不足や原油高
騰による海上輸送費の上昇などの理由か
ら、上昇傾向で推移している（図５）。

一方で国内産の単価は、2013年以降は

上昇傾向で推移していたが、2017年に下
落し、その後、ここ数年は作付面積が横ば
いで推移し、生産量はやや減少傾向にある
中 で、 単 価 は 横 ば い で 推 移 し て い た。
2020年以降は、COVID-19の影響を受け
た需要の落ち込みなどから、やや下落傾向
にある。

図５　国内産および中国産の平均取引単価（東京都中央卸売市場）の推移

国内産

中国産

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

2012 13 14 15 16 17 18 19 20 21

（円/kg）

（年）

図５　国内産および中国産の平均取引単価（東京都中央卸売市場）の推移

表１　中国のしょうが作付面積・収穫量・単収の推移
作付面積（千 ha） 収穫量（万トン） 単収（kg/10a）

2016 年 233 938 4,032

2017 年 255 985 3,858

2018 年 299 1,048 3,509

2019 年 284 995 3,504

2020 年 310 1,190 3,830
資料：国家統計局、中国農業農村部

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：東京都中央卸売市場「市場月報」）
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中国のしょうがの主な産地は、北部では
山東省、河北省、遼

りょう

寧
ねい

省、河
か

南
なん

省、南部で
は雲

うん

南
なん

省、湖
こ

南
なん

省、貴
き

州
しゅう

省、広
かん

東
とん

省など

となっている（表２、図６）。作付面積では、
山東省が最も大きく、次いで、雲南省、湖
南省の順となる。
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資料：生産者および関係者の聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
　注：オレンジ色の地域は、主産地を示す。

図６　中国のしょうがの主産地

表２　中国の主産地の作付面積
（単位：ha）

省 2019 年 2020 年

北部

山東 101,534 112,001

河北 5,467 6,667

河南 6,000 6,600

遼寧 867 2,000

計 113,867 127,267

南部

雲南 47,734 44,000

湖南 31,067 35,534

貴州 26,933 29,867

広東 16,267 18,667

安徽 14,400 17,267

四川 12,467 13,067

その他 21,533 24,667

計 170,401 183,068

合計 284,268 310,335
資料：中国農業農村部、中国産業情報
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山東省の主な産地は、莱
らい

蕪
ぶ

市、濰
い

坊
ほう

市、
青
ちん

島
たお

市などであり、その中で、莱蕪市は中
国のしょうが輸出拠点でもある（図７）。
しょうがの貯蔵・加工企業は2019年時点

で600社を超えており、輸出先は日本を
はじめ、ＥＵ、米国、中東、東南アジアな
ど80以上の国・地域に及んでいる。

最大のしょうが作付面積を有する山東省
では、作付面積は2019年の10万1534ヘ
クタールから2020年には11万2001ヘク

タール（前年比10.3%増）へとかなりの
程度増加し、同国の作付面積の３分の１を
占めている。（表３）。

同省の単収は、10アール当たり7300
～ 8700キログラムと全国平均と比較し
て高い水準で推移している。しょうがの
栽培には砂壌土（注）が適しており、例えば

濰坊市の青
せい

州
しゅう

、昌
しょう

邑
ゆう

、安
あん

丘
きゅう

などは砂壌土で、
品種によっては単収が10アール当たり10
トンに達するものもある（写真１）。一方
で、粘土質の土壌はしょうがの栽培には

表３　しょうがの作付面積・収穫量・単収の推移（山東省）
作付面積（ha） 収穫量（万トン） 単収（kg/10a）

2016 年 75,333 553 7,343

2017 年 85,333 642 7,518

2018 年 92,667 760 8,206

2019 年 101,534 865 8,520

2020 年 112,001 979 8,738
資料：山東省農業農村庁栽培管理処

日照市
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山東省のしょうがの主要産地分布

資料：生産者および関係者の聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
　注：オレンジ色の地域は、主産地を示す。

図７　しょうがの主産地（山東省）
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（２）主産地の栽培暦および栽培品種
山東省のしょうが栽培は、露地栽培とハ

ウス栽培とがあり、露地栽培が９割程度を
占めている。ハウス栽培の定植と収穫時期
は、露地栽培よりそれぞれ１カ月程度早く、
生産量は露地栽培と比べ10 ～ 15%多い

（表５）。露地栽培の定植期は一般的に４月

下旬から５月上旬までの時期であるが、近
年では労働者不足の解消の一策として、
フィルムで被覆するなどして時期をずらす
対応もとられている。種しょうがは50 ～
100グラムが適当で、50×15センチメー
トルの間隔の場合、1ヘクタール当たり
2.25 ～ 3.75トンの量が必要となる。

河北省も中国北部の主要なしょうが産地
の１つで、作付面積は2016年の2767ヘ
クタールから2020年には6667ヘクター
ル（同2.4倍）と、この５年間で作付面積、
収穫量ともに大幅に増加した。

近年、天候状況に恵まれ、中国国内のしょ
うがの売れ行きが好調であったため、農家
の栽培意欲が高まり、作付面積と収穫量は
ともに増加傾向で推移している（表４）。

あまり適していない。このため、同一品
種であっても単収は同4500 ～ 6000キ
ログラムとなる。

（注）　砂と壌土の中間の性質で、やや乾きやすい土のこ
と。粘土含量15%以下、砂含量65 ～ 85%の土
壌で、感触は、ザラザラとした砂の感触とつるつ
るとした粘土の感触が少しある。

写真１　しょうがの圃
ほ

場
じょう

（山東省安丘市）

表４　しょうがの作付面積・収穫量・単収の推移（河北省）
作付面積（ha） 収穫量（万トン） 単収（kg/10a）

2016 年 2,767 20 7,272
2017 年 3,533 25 7,166
2018 年 4,500 31 6,949
2019 年 5,467 39 7,152
2020 年 6,667 50 7,534

資料：河北省農業農村庁特色産業処
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栽培品種は地域によって、北部の「北方
大姜」と、南部のやや小ぶりな「南方小黄
姜」の大きく二つに分けられる。山東省な

どで主に作られている品種と、その特徴は
以下のとおりである（表６、写真２）。

（３）栽培コスト
山東省のしょうが生産の栽培コスト

（10アール当たり）を見ると、2020年産

は人件費が約４割を占めており、次いで種
苗費が３割、農業機械・器具費の１割弱と
続く（表７）。

表５　山東省におけるしょうがの栽培暦

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

露地栽培 ● ● ■ ■

ハウス栽培 ● ● ■ ■

●：定植 ■：収穫

12栽培方法

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

写真２　山東省が新たに開発したしょうがの栽培品種「面姜」

表５　しょうがの栽培暦（山東省）

資料：山東省農業農村庁栽培管理処への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成

表６　主要栽培品種名とその特徴 
省 品種名 特徴

山東省

金昌大姜 色が鮮やか（明るい黄色）、根茎が太い。芽の目（しょうがの表面にある
緑色の突起）が少ない。しょうがに含まれる水分が多く、繊維質が少ない。

山東大姜 栽培しやすく、収穫量が多い。同一場所で連続数年間栽培できる耐性が
あり、連作障害を起こしにくい。貯蔵性に優れて、辛味が強い。

莱蕪片姜
根の部分が黄色がかった薄い皮で、中身は黄白色、新芽は桃色なのが特徴。
しょうがの球根の上部（葉の根元）が鱗状の薄い赤色。優れた品質、良
好な収穫量で、保存性に富み、輸送への高耐性を有する。

莱蕪大姜 根茎は太く、節が少ない形状が特徴。強い辛味があり、商業性と生産性
に優れている。

河北省 大姜 根茎は太く、鮮やかな黄色。しょうがに含まれる水分が多い。

資料：中国農業農村部情報センターへの聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
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一方、河北省のしょうが生産の栽培コス
ト（10アール当たり）を見ると、山東省
と同様に、2020年産は人件費が４割以上
を占めており、次いで種苗費が３割、農業
機械・器具費が１割弱と続き、2017年産
対比では、全ての項目で増加している（表

８）。３年間の増加幅を見ると、種苗費が
1035元（２万161円、同40.4%増）、借
地 料 が142元（2766円、 同19.1%増 ）、
農薬費が15元（292円、同25.0%増）と
なっている。

2017年産から2020年産の３年間で、
諸材料費以外の経費が増加している。この
間の増加幅を見ると、種苗費が1035元 

（ ２ 万161円、2017年 産 比39.2%増 ）、 
借地料が150元（2922円、同20.0%増）、
農薬費が15元（292円、同25.0%増）と
なっている。一方、栽培コストの４割以上
を占める人件費は、収穫作業での機械化が

進んだことで150元（2922円、同3.0%
増）と微増にとどまっている。なお、収穫
作業の機械化が進んだことで作業効率が高
まり、栽培期間の長期化（およそ７～ 10
日程度の延長）が可能になったことで、平
均収穫量を10アール当たり150キログラ
ム程度の増産に寄与している。

表７　10アール当たりのしょうが栽培コスト（山東省）

項目
2017 年 2020 年

人民元 日本円 栽培コストの 
構成比 人民元 日本円 栽培コストの 

構成比
人件費 4,950 96,426 46.8% 5,100 99,348 42.1%
種苗費 2,640 51,427 24.9% 3,675 71,589 30.3%
農業機械・器具費 915 17,824 8.6% 975 18,993 8.0%
肥料費 819 15,954 7.7% 938 18,272 7.7%
借地料 750 14,610 7.1% 900 17,532 7.4%
諸材料費 375 7,305 3.5% 375 7,305 3.1%
農薬費 60 1,169 0.6% 75 1,461 0.6%
その他 75 1,461 0.7% 83 1,617 0.7%

合計 10,584 206,176 100.0% 12,121 236,117 100.0%
資料：山東省農業農村庁栽培管理処への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成

表８　10アール当たりのしょうが栽培コスト（河北省）

項目
2017 年 2020 年

人民元 日本円 栽培コストの 
構成比 人民元 日本円 栽培コストの 

構成比
人件費 4,875 94,965 46.8% 5,010 97,595 42.0%

種苗費 2,565 49,966 24.6% 3,600 70,128 30.1%
農業機械・器具費 915 17,824 8.8% 975 18,993 8.2%
肥料費 818 15,935 7.8% 935 18,214 7.8%
借地料 743 14,474 7.1% 885 17,240 7.4%
諸材料費 375 7,305 3.6% 378 7,363 3.2%
農薬費 60 1,169 0.6% 75 1,461 0.6%
その他 75 1,461 0.7% 83 1,617 0.7%

合計 10,426 203,098 100.0% 11,941 232,611 100.0%
資料：河北省農業農村庁特色産業処への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
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また、河北省のしょうが調製コスト（１
トン当たり）を見ると、2020年産は人件
費が約４割を占めており、次いで包装材料
費が４割弱と続いている（表10）。2017
年産から2020年産の３年間では、人件費
が180元（3506円、2017年産比25.0%
増）と大幅に増加して加工費全体の４割を

占めた（写真３、４）。これは、2017年
の賃金が１日当たり平均120元（2338
円）程度であったものが、2020年は同
150元（2922円）に上昇したことが一因
となっている。なお、その他経費の変動は
見られなかった。

このように近年の中国のしょうが生産を
取り巻く状況として、他の品目と同様に栽
培コストが上昇傾向にあることが課題と
なっている。主な原因は借地料、種苗費、
農薬費の上昇などが挙げられ、その中でも、
借地料は場所によっては年間１ヘクタール
当たり2200元（４万2856円）程度まで
上昇しているケースも確認されている。ま
た、人件費については、収穫作業など一部
作業では機械化が進んではいるものの、
2020年は依然として若年層を中心とした
都市部への出稼ぎ労働者（農民工）の増加

が続き、労働力の確保は農業現場共通の課
題となっている。

（４）調製コスト
山東省のしょうが調製コスト（１トン当

たり）を見ると、2020年産では人件費が
454元（8843円、2017年産比38.4%増）
と大幅に増加して調製費全体の５割を超え、
次いで包装材料費が３割弱と続いている

（表９）。2017年産から2020年産の３年
間で、包装材料費、設備の減価償却費、輸
送費、水道光熱費の変動は見られなかった。

表９　１トン当たりのしょうが調製費（山東省）

項目
2017 年の加工実績 2020 年の加工実績

人民元 / トン 円 / トン 加工費の構成比 人民元 / トン 円 / トン 加工費の構成比
人件費 1,182 23,025 46.4% 1,636 31,869 54.4%
包装材料費 800 15,584 31.4% 800 15,584 26.6%
設備の減価償却費 190 3,701 7.5% 190 3,701 6.3%
輸送費 155 3,019 6.1% 155 3,019 5.2%
管理費 120 2,338 4.7% 127 2,474 4.2%
水道光熱費 100 1,948 3.9% 100 1,948 3.3%

合計 2,547 49,616 100.0% 3008 58,596 100.0%
資料：山東宏大しょうが市場有限公司の聞き取りを基に農畜産業振興機構が作成

表10　１トン当たりのしょうが調製費（河北省）

項目
2017 年の加工実績 2020 年の加工実績

人民元 / トン 円 / トン 加工費の構成比 人民元 / トン 円 / トン 加工費の構成比
人件費 720 14,026 37.6% 900 17,532 43.0%
包装材料費 780 15,194 40.7% 780 15,194 37.2%
設備の減価償却費 120 2,338 6.3% 120 2,338 5.7%
水道光熱費 100 1,948 5.2% 100 1,948 4.8%
管理費 100 1,948 5.2% 100 1,948 4.8%
輸送費 95 1,851 5.0% 95 1,851 4.5%

合計 1,915 37,304 100.0% 2,095 40,811 100.0%
資料：秦皇島恒野蔬菜有限公司等の聞き取りを基に農畜産業振興機構が作成
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４　販売動向

（１）出荷割合
中国産しょうがの９割以上は国内向け

に出荷されている（写真５）。山東省産は、
北京市や天津市といった大都市のほか、
同省内のしょうが加工場への出荷が多い
のが特徴であり、2020年の国内販売比率
は95.9%を占め、輸出は4.1%となってい
る（図８）。表３のとおり同省の作付面積、
収穫量ともに増加傾向にあり、中国の国
内需要も増加していることから、同省か
らの出荷は引き続き堅調に推移すると見
込まれている。

写真３　しょうがを梱包して出荷する作業場
（山東省）

写真４　梱包された生鮮しょうが（山東省）
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図８　しょうがの仕向け先別出荷量と国内仕向け割合（山東省）

資料：山東省農業農村庁栽培管理処への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成

写真５　しょうがの輸送車輌
（東北地方へ出荷予定）
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（２）卸売価格
市場卸売価格について、山東省濰坊市の

寿光にある同国最大の青果物卸売市場（寿
光農産品物流園）の価格推移を見ると、
2016年後半以降は緩やかな上昇基調で推
移し、COVID-19拡大などの影響により
2019年末ごろから2021年にかけて大き

く上昇し、一時期１キログラム当たり10
元（195円）を超過する状況となった。
2021年は2020年の高水準を背景に、多
くの農家で盛んに栽培され、秋口には大量
の新作が市場に流入したことで、2021年
後半には2016年の安値水準まで下落した

（図９、写真６）。
図９　山東省の平均卸売価格の推移
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資料：中国商務部（全国農産品商務信息公共サービスプラットフォーム）のデータを基に農畜産業振興機構作成

図９　平均卸売価格の推移（山東省）

写真６　「寿光農産品物流園」で販売されている生鮮しょうが（５kg/箱）
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河北省の市場卸売価格の推移を見ると、
山東省と比較して、同年同時期でやや高値
で推移し、2016年後半以降は緩やかな上
昇基調で推移し、COVID-19拡大などの
影響により2019年末頃から2021年にか
けて大きく上昇した。一時期は山東産を
上回る１キログラム当たり12元（234円）

を超過する状況となったものの、2021年
は山東省と同様、作付面積の増加などを
背景に下落基調となり、秋口には大量の
新作が市場に流入したことで、2021年後
半には2016年の安値水準まで下落した

（図11）。

また、河北省のしょうがも山東省と同
様に、主に国内向けに販売されている（図
10）。2020年には生産量の0.5%が輸出

に仕向けられたが、生産量は増加傾向に
あることから、今後、輸出量の増加が予
想される（写真７）。
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資料：河北省農業農村庁特色産業処への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成

図10　しょうがの仕向け先別出荷量と国内仕向け割合（河北省）

写真７　冷蔵倉庫に保管された生鮮しょうが
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（３）輸出状況
輸出状況を見ると、中国産のしょうがの

輸出先は、2017年には91カ国に達した。
その後、やや減少したものの、2021年時
点で米国、パキスタン、オランダ、アラブ
首長国連邦、バングラデシュのほか70カ
国以上の国に輸出されており、特定の国・
地域に依存しない高い輸出の多角化が特長
として挙げられる（図12）。また、輸出形

態は既述のとおり生鮮、塩蔵、酢調製、そ
の他調製のほか、香辛料として用いられて
いる乾燥しょうがも一部で存在する。この
ようにさまざまな料理に使用されている
しょうがは、その効能も評価され家庭の中
で広く定着し、ガリや紅しょうがなどの漬
物用途を中心に加工・業務用としても安定
した需要を持つ（写真８、９）。

図１０　河北省の平均卸売価格の推移
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資料：中国商務部（全国農産品商務信息公共サービスプラットフォーム）のデータを基に農畜産業振興機構作成

図11　平均卸売価格の推移（河北省）

写真８　しょうがの漬物 写真９　若生姜の漬物
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５　おわりに

中国産しょうがは、主に国内向けに出荷
される中で、国内需要の増加などを背景に
作付面積を堅調に伸ばし、価格水準の上昇
基調も相まって、生産量は順調に増加して
きた。しかし、2020年後半以降、人件費
や種苗費をはじめとした栽培コストが依然
として増加基調にある中で、供給過多によ
り2021年の国内価格は６年前までの水準
にまで下落した。一方で、輸出量は2019
年 以 降 下 落 基 調 に あ り、2021年 は

COVID-19による中国国内での物流の停
滞、コンテナ不足や原油高騰による海上輸
送費の上昇などの理由から、平均輸出価格
は増加傾向で推移し、輸出総量、日本向け
輸出量ともに低迷した。しかしながら、依
然として中国産しょうがは、加工・業務用
筋を主体とした一定の需要を背景に、日本
の輸入しょうがの大半を占めている状況に
ある。中国経済の動向や為替相場の動向の
ほか、中国産しょうがの需給に影響を及ぼ
す国内外の諸情勢の変化について、引き続
き注視していく必要があると考えられる。

図１２　中国のしょうが輸出量と平均単価の推移
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資料：中国税関総署のデータを基に農畜産業振興機構作成
　注：ＨＳコード0910.11

図12　中国のしょうが輸出量と平均単価の推移


